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測量ソフトをもってない場合を想定(奈文研）

・調査区の中の微細図を紙図面で記録したい（遣り方計測）。

←トータルステーションでは表現できない多くの情報。

電気・充電が使えない状況。

トータルステーション導入以前の過去の調査図面。

・or トータルステーションは持ってるけど、測量ソフトがない。

 ←高いから。原因者負担との兼ね合いから。

・でも属性別の分布図を作らなくてはいけない。

➡紙図面から座標を効率的におこして、属性別に表現する。





16）図示に必要な点をQGISで検索など

遺物番号で検索すると、
その点が選択される。



値
に
よ
る
地
物
選
択

16）遺物番号から分布図中で点を探す



平面分布図
の作成手順

１．紙図面から座標値を起こす

２．座標値を抜き出して、属性表を作る

３．属性別の平面分布図を作る

４．イラストレーターで加工する



１．紙図面から座標値を起こす

手順
１）原図のJPEGファイルを読み込む レイヤーを追加⇒ラスターレイヤーを追加

２）ドットをうつレイヤーを追加する 新規シェープファイルレイヤーを作成
ファイル名を付けて保存先を指定
UTFｰ8 ジオメトリタイプはポイント

３）編集モード切替 レイヤー⇒編集モード切替

４）点地物の追加 編集⇒点地物を追加する

５）座標値（X,Y）の生成 ベクタ⇒ジオメトリツール
⇒ジオメトリ属性の追加



４）点地物の追加

点地物の追加のコマンド あるいは編集から

ドットの上に点地物をうって、
その都度、遺物番号を入力



２．座標値を抜き出して、属性表を作る

手順
６）座標値一覧を表示 出力レイヤーにより属性表を表示する

７）属性表を全選択しコピー Cntrl＋A ⇒ Cntrl＋Ｃ

８）エクセルに貼り付け 遺物番号／X／Y のデータを抜き出す

９）エクセルで属性表を作成 遺物番号順に並べ替え､遺物台帳と合体！

10）属性別の表をCSV保存 遺物番号／X／Y／属性（石材or器種）
⇒属性はひとつだけ



Cntrl＋A
⇒
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７）属性表を全選択しコピー



３．属性別の平面分布図を作る

手順
11）属性表を読み込み分布図表示 レイヤ⇒CSVテキストレイヤーを追加

12）属性別にシンボルを変更 レイヤ⇒レイヤープロパティ
 ⇒値をカテゴリ値による定義

13）グリッドラインと方位を設定 ビュー⇒地図整飾⇒グリッド



11）属性表を読み込み分布図表示

X属性にｘ座標値、Ｙ属性
にｙ座標を指定（逆も可）

CSVで保存した属性表を読み込む



この石材別分布図を、元データ
としてillustratorで編集する。



４．イラストレーターで加工する

手順
14）分布図をPDFで保存する プロジェクト⇒エクスポート

⇒地図をPDFにエクスポート
※加工不要なら地図を画像にエクスポート（JPEG）

15）illustratorでオブジェクトを選択 QGISでエクスポートしたPDFファイルを
読み込む。ドットがオブジェクトとして
選択可能なので、置き換えなど加工する。
グリッドラインも選択可能なので動かす。

16）図示に必要な点をQGISで検索など 値による地物の選択

17）その他（属性別選択表示など） レイヤ⇒レイヤプロパティ
⇒不要な属性のチェックボックスを外す



14）分布図をPDFで保存する



17）その他（属性別選択表示など）

必要な属性以外の
チェックを外すと、
選択表示される。

黒色安山岩のみ表示された。



断面分布図をPDF に書
き出し、illustrator上で
土層断面図と重ねた
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